
金
揮
官
蹴
志
巻
十
ニ

の
後
、
此
の
地
漣
遁
々
家
屋
を
段
ち
、
幽
閑
の
地
と
成
り
、
殊
に
枇

殿
の
後
地
た
る
小
立
野
山
の
が
け
地
崩
れ
落
ち
甚
だ
危
く
.
且
土
地

あ
し
く
‘
地
面
狭
少
怠
り
し
故
民
、
氏
子
協
議
の
上
、
庚
坂
下
へ
縛

地
の
事
に
議
定
し
‘
明
治
十
二
年
四
月
鯨
廊
へ
上
申
せ
し
に
、
許
可

相
成
り
、
奮
枇
地
は
官
有
地
第
三
種
奮
践
部
に
編
入
保
存
す
ぺ
き
皆

指
令
あ
り
。
依
り
て
十
三
年
九
月
新
位
地
に
本
殿
落
成
、
紳
貨
を
遜

座
し
、
拝
殿
は
十
四
年
三
月
新
位
地
へ
移
し
、
元
慈
光
院
の
堂
宇
は

悉
く
取
段
ち
、
積
石
等
を
も
麗
ら
宇
取
除
け
、
欝
枇
の
古
蹟
と
た
し
、

紳
職
之
を
保
存
せ
り
。

。
石
浦
観
音
堂
跡

此
の
観
音
は
、
石
浦
山
王
の
本
地
偽
に
て
、
石
浦
観
音
或
は
長
谷
観

音
と
も
呼
ぺ
り
。
従
前
は
此
の
観
音
を
ば
地
主
権
現
と
稀
し
、
石
浦

一
一
郷
の
氏
一
柳
の
如
〈
成
し
来
れ
り
。
是
提
言
の
借
侶
の
別
賞
せ
し
ゅ

ゑ
也
。

。
石
浦
長
谷
観
脅
来
歴

享
保
十
二
年
石
浦
長
谷
縁
起
に
云
ふ
。
営
山
長
谷
観
音
者

e

乃
往
行

基
菩
麓
之
彫
刻
.
而
奥
田
和
州
長
谷
観
音
吋
一
木
同
牢
之
十
一
一
間
観
自

在
菩
蕗
也
.
行
基
非
=
但
彫
a
刻
此
像
コ
ス
蹄
持
来
昌
子
此
地
コ
翻
昌
諦
長
谷
吋

!

?

 
j

l

 

保
村
・
山
崎
村
此
七
村
の
守
り
悌
と
申
事
は
‘
闘
中
騒
然
共
か
く
れ

無
v
之
1

然
底
か
の
え
た
つ
の
年
三
月
九
日
に
圏
中
一
飢
之
時
、
山
中

へ
の
け
、
敵
御
堂
を
燐
働
、
共
後
氏
子
共
山
中
よ
り
も
り
下
し
、
居

家
に
す
ゑ
置
候
庭
‘
三
年
過
ぎ
て
み
づ
の
え
う
ま
の
年
不
動
幼
石
浦

村
へ
来
り
、
=
一
月
廿
八
自
民
観
音
を
か
り
ゆ
き
、
共
後
木

J

新
保
村
の

内
に
観
音
を
置
き
、
又
其
後
出
羽
殿
町
民
有
v
之
、
此
近
年
か
の
と
の

う
し
の
年
河
北
郡
之
内
卯
辰
山
へ
観
音
を
移
せ
り
。
就
v
共
七
村
の
氏

子
共
此
春
勤
め
を
い
た
し
‘
長
谷
に
御
堂
を
建

τ、
彼
御
坊
へ
理
申

底
、
何
か
と
申
し
て
観
音
を
か
へ
し
不
v
申
、
七
村
の
氏
子
共
迷
惑
仕

る
云
々
と
。
叉
十
一
月
廿
六
日
の
訴
般
に
云
ふ
。
此
は
せ
の
観
音
は
、
，

一
番
に
大
和
の
長
谷
観
音
‘
二
帯
に
加
賀
石
川
郡
石
浦
の
長
谷
観

昔
、
三
番
に
鎌
倉
の
長
谷
観
昔
、
此
三
健
は
天
下
に
三
長
谷
と
申
儀

騒
然
無
v
隠
候
。
然
鹿
河
北
郡
卯
辰
山
に
御
立
、
別
賞
御
守
り
捗
成
、

七
村
の
氏
子
共
馳
走
可
v
申
と
、
切
々
申
入
候
得
共
無
a
御
承
引
-
候

-x

々
。
と
載
せ
た
り
。
設
宇
る
に
‘
か
の
え
た
つ
の
年
三
月
九
日
に
兵

火
の
錫
に
御
堂
を
焼
か
れ
た
り
と
云
ふ
は
.
天
正
八
年
閏
三
月
九
日

柴
田
勝
家
・
佐
久
間
盛
政
蛍
園
の
一
挟
共
を
討
平
げ
し
尾
山
落
披
の

時
の
事
也
。
ま
た
み
づ
の
え
う
ま
の
年
不
動
坊
と
去
ふ
借
の
観
音
像

金
滞
古
蹟
志
巻
十
ニ

八

開
国
限
供
養
於
賞
山
吋
故

-xa長
谷
観
音
二
広
々
。
事
長
谷
郷
有
二
-
宮
家
↓

姓
松
浦
氏
。
世
人
競
為
倍
長
者
-
一
宮
ぺ
旦
夕
信
敬
長
谷
観
賞
長
者

有
v
女
。
共
風
姿
美
麗

e

雅
懐
清
潔
，
故
競
=
美
清
女
-
一
式
ぺ
有
夜
参
=
筒
子

長
谷
観
音
吋
向
v
暁
就
v
陸
a

子
v
時
大
土
台
嘗
.
自
v
此
北
陸
加
質
問
石
川

郡
有
a
汝
之
夫
ヱ
臨
a
往
嫁
-
云
ぺ
組
側
病
問
=
父
母
家
吋
・
杏
々
指
日
加
賀
石
川
-

噂
衆
議
。
阪
頃
石
川
郡
有
二
俗
士
吋
一
性
朴
直
而
無
昌
色
慾
一
一
再
々
.
時
之

人
呼
披
挙
掘
藤
五
郎
刊
一
彼
亦
有
v
所
v
感
.
而
尚
昆
於
路
頭
コ
溜
且
遁
子
美
清

女
云
々
。
且
謁
=
令
行
基
大
徳
吋
而
器
開
邑
彼
此
霊
感
コ
備
乞
a
諦
隼
像
於
此

地
三
官
昌
興
殿
堂
-
云
々
.
途
使
H

取
a
彼
鰹
木
飴
材
吋
同
刻
=
十
一
商
品
串
像
↓

而
自
粛
a
持
於
加
州
石
浦
吋
而
撰
昌
勝
麗
-
雄
…
a
発
宮
吋
以
a
軍
八
千
十
一
-
年
四

月
朔
日
-
始
開
眼
供
養
云
々
。
と
記
載
す
。
是
そ
の
か
み
よ
り
停
聞
せ

し
来
由
訟
り
し
か
ど
、

A
A
よ
り
さ
き
寛
文
十
一
年
四
月
務
侯
よ
り
等

閑
に
付
き
進
建
せ
る
由
来
曹
に
は
‘
石
浦
長
谷
観
音
堂
は
養
老
年
中

松
浦
氏
子
孫
草
創
に
て
、
大
和
・
鎌
倉
・
石
油
日
本
三
長
谷
と
申
僻
候
。

と
も
あ
り
て
、
創
立
の
時
代
も
共
の
僻
銃
一
た
ら
宇
。
今
僻
説
せ
る
奮

記
と
て
は
、
慶
長
十
一
年
の
石
浦
七
村
の
氏
子
連
名
訴
欣
等
三
週
あ

る
の
み
也
。
右
三
週
の
内
八
月
廿
三
日
の
訴
般
に
云
ふ
。
は
せ
の
観
音

は
昔
よ
り
此
石
浦
村
・
笠
鈴
村
・
法
嶋
村
・
し
め
の
村
・
今
市
村
・
木
新

を
か
り
ゆ
き
た
る
は
‘
天
正
十
年
の
事
也
。
卯
炭
山
へ
移
し
た
る
は

慶
長
六
年
也
。
卯
炭
山
観
音
院
由
来
書
に
、
営
寺
十
一
一
間
観
音
は
、

行
基
菩
盛
大
和
園
長
谷
観
音
の
末
木
を
以
て
作
れ
り
。
故
に
長
谷
観

音
と
稽
す
。
往
古
は
小
立
野
修
理
谷
坂
の
上
に
あ
り
け
る
を
‘
慶
長

六
年
愛
宕
明
王
院
と
一
所
に
縛
地
を
命
ぜ
ら
れ
、
卯
辰
山
法
住
坊
の

地
へ
移
縛
す
る
底
、
境
内
狭
少
に
付
き
更
に
今
の
地
を
賜
は
り
、
元

和
二
年
天
徳
院
殿
よ
り
観
音
堂
御
建
替
、
働
具
・
働
器
を
寄
港
被
v
震
'

成
。
と
あ
り
。
叉
明
王
院
由
来
書
に
、
背
は
愛
宕
寺
と
蹴
し
、
小
立

野
本
多
安
房
の
邸
地
に
在
hv
し
施
、
慶
長
六
年
卯
辰
山
へ
移
締
被
昌
仰

付
吋
と
載
せ
た
り
。
彼
の
訴
放
に
、
観
音
を
か
り
ゆ
き
、
出
羽
陵
町

に
有
り
し
慮
、
近
年
卯
炭
山
へ
移
す
と
あ
る
は
、
本
多
安
易
の
諸
問
邸

た
る
地
に
愛
宕
枇
あ
り
て
、
彼
の
観
音
を
ば
此
の
枇
内
に
安
置
し
.

さ
て
卯
辰
山
へ
移
し
た
る
も
の
也
。
さ
れ
ば
彼
の
か
り
ゆ
き
た
る
不

動
坊
は
、
愛
宕
の
枇
借
・
な
る
ぺ
し
。
三
登
記
に
、
金
滞
愛
宕
批
は
昔

佐
久
間
玄
審
在
披
の
頃
よ
り
の
枇
に
て
、
別
賞
明
王
院
二
代
の
住
職

退
院
せ
し
時
、
師
匠
の
幼
な
れ
ば
と
て
、
愛
宕
よ
り
観
脅
山
に
隠
居

し
‘
則
ち
観
音
堂
を
建
立
し
て
此
に
居
す
。
放
に
愛
宕
・
観
音
雨
山

に
成
り
た
り
。
古
は
愛
定
の
山
な
り
と
あ
り
。
右
停
競
ど
も
に
て
考

九




